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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜患者様連絡事項＞

· 伊藤　義彦様～昨日外泊より帰院されています。誤薬、忘薬なく身体不調や、疲労　

　　　　　　　　　感の訴えもありません。御家族と退院について相談され　5月末

　　　　　　　　　日に退院の希望聞かれています。詳しい日時は、後日弟様より連

絡来る事になっています。１Ｗ以上連絡が無いときは、（２５日以

降）こちらから連絡を取っていきましょう。また退院後の通院の

方法を「自分で車を運転してくる」と話している為主治医へ情報

提供しています。通院方法については問診時本人と話し合う事としています。　　　　　　　

　　　　　　　　

· 本多　富美様～本日９：１０外泊より帰院されています。誤薬、忘薬なく過ごす事　

　　　　　　　　ができ、嗜好品、アルコールの持ち込みも無いことを確認していま

す。６月１５日(金)退院の希望聞かれています。５月２４日お母様が来院された際、１５：３０以降家族面談予定となっています。又ディケアー利用希望があり、スッタフ付き添いでディケアー見学の希望も聞かれています。自宅⇔当院単独での交通機関利用の外出訓練を１日行う事の必要性について本人と話し合いをして、今後実施していく事を検討しています。現在服薬管理は、問題なく出来ている為退院に向けて評価しながら、日数を増やしていく事としています。

＜猪俣Ｄｒケースカンファ＞

· 現在1日1回の血圧測定実施している患者様、沢田　三朗様、日向端　庸男様、血圧安定している為、主治医に情報提供し月1回の測定に変更しています。今後も身体的不調の有無、血圧値の観察・確認をしていきましょう。

· 沢田　三朗様～5月１２日～13日外泊訓練の為外泊されて来ています。外泊訓練前　

　　　　　　　　後の「気が遠くなる」の身体不調や疲労感の訴えも聞かれていませ

ん。又、作業療法では、今まで製作した作品を絵本のように綴る作業に取り組めている事を情報提供しています。　　　　　　　　　　　　　　

· 島浦　美千男様～本人様より八戸駅に本購入目的の為5月２０日１２：３０～　

　　　　　　　　　１６：００まで外出希望があり、許可が下りています。

　　　　　　　　　外出状況の確認と帰院時の疲労感の有無の観察をしていきまし　

　　　　　　　　　ょう。

・五日市　規様～問診時任意入院継続同意書を本人様より書いて頂いています。

＜ＳＳＴミーティング＞

・入院生活していく中で不愉快になった時の気持ちの伝え方・対応の仕方をグループの中で話し合いをし、不愉快な気持ちを伝える技能訓練を行っていきましょう。

＜勉強会＞　　『入院形態について』

入院形態

	
	対象者
	入院時の手続等
	退院時の手続
	届出･報告

	①
任
意
入
院
	自らの入院ついて同意する精神障害者
	本人の同意
	①本人の申出により
退院できる
②指定医の診察により入院継続が認められ場合、72時間の退院制限ができる
	なし

	②
医
療
保
護
入
院
	保護者（専任がなされていない場合は扶養義務者）の同意が得られる以下の者
①医療及び保護の為に入院の必要があり、任意入院が行なわれる状態にない者
②第34条1項の規定で移送された者

	･指定医1名の診察
・保護者（若しくは扶養義務者）の同意
	･他の入院形態への
移行、入院の必要性の消失により退院
･退院後10日以内に届出→精神保健福祉センター
	・入院後１０日
以内に届出
･入院後12か月各に定期病上報告

	③
措
置
入
院
	医療及び保護の為に入院させなければ自傷他害のお
それがある精神障害者
	･2名以上の指定の診察結果の一致
･自傷他害のおそれの判定は厚生労働大臣の定める基準による
･診察時の都道府県職員の立会い
・現に本人の保護にあたっている者への診察通知
	･措置症状消退により解除
・指定医1名の診察
・事前に措置症状消
退届出

	入院後6ヶ月各に定期病状報告

	④
応
急
入
院
	医療及び保護の依頼があった者に、急速を要し、保護者の同意が得ることができない場合において、
①直ちに入院させなければ
その者の医療及び保護を図る上で著しく支障があると認められ、任意入院が行なわれる状態にない者
②34条3項の規定で移送された者
	指定医1名の診察
	他の入院形態への移行、入院の必要性の消失により退院
	入院後直ちに
届出

	⑤
緊
急
措
置
入
院
	措置入院の要件に該当する者で、急速を要し、措置入院に係る手続を取ることができない場合において、直ちに入院させなければ自傷他害のおそれがある著しい精神障害者
	・指定医1名の診察
･診察時の都道府県職員の立会い
	都道府県知事から、
入院措置を取らない
旨の通知を受けた時、又は72時間以内に措置入院を取らない旨の通知がない時は退院
	なし



































